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プレス発表資料                 
平成 26年 6月 2日 

独立行政法人 防災科学技術研究所 

 

第 5 回防災コンテストの開催について 

～災害に強い協働型地域社会を目指して～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
1．内容：別紙資料による。 
 

2．本件配布先：文部科学記者会、科学記者会、筑波研究学園都市記者会 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長：岡田義光）は、「第 5回防災コンテ

スト（ｅ防災マップ・防災ラジオドラマ）」を開催し、参加グループの募集を 6月

から開始します。 

本コンテストでは、「e 防災マップ」と「防災ラジオドラマ」の作成と活用を通

じて、さまざまな地域コミュニティが協働し、災害時に地域で起こりうる課題と

対策を話し合い、具体的な地域コミュニティの協力体制を構築することで、災害

に強い地域社会づくりを目指しています。 

今回の「第 5 回防災コンテスト」では、地域の特性を自動で診断できる「地域

防災キット」を組み込んでいます。また、参加グループの種類、活動のテーマ、

活動経験の程度を考慮した評価を行います。 

本コンテストは、防災活動に取り組みたいグループなら、どのようなグループ

でも参加可能です。自主防災会など防災活動を行うことが目的のグループに限定して

はおりません。たくさんのご応募をお待ちしております。 

第 5回防災コンテスト ウェブサイト http://bosai-contest.jp 

http://bosai-contest.jp/
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第5回防災コンテストの開催について 
～災害に強い協働型地域社会を目指して～ 

 
 

1．はじめに 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長：岡田義光）は、「第 5回防災コンテスト（ｅ防

災マップ・防災ラジオドラマ）」を開催し、参加グループの募集を 6月から開始します。 

本コンテストでは、「e防災マップ」と「防災ラジオドラマ」の作成と活用を通じて、さま

ざまな地域コミュニティが協働し、災害時に地域で起こりうる課題と対策を話し合い、具体

的な地域コミュニティの協力体制を構築することで、災害に強い地域社会づくりを目指して

います。 

 

2．開催概要（参考資料 1） 

◆主催 独立行政法人 防災科学技術研究所 

◆後援 内閣府、文部科学省 

◆協賛 NTT 空間情報株式会社 

◆応募締切 平成 26年 12月下旬 

（日付が決定いたしましたら web上にてお知らせいたします。） 

◆対象者 地域の防災力を高めたいと考えているグループ（自主防災会など防災活

動を行うことが目的のグループに限定しません。） 

 ◆表彰 e防災マップ： 最優秀賞1点、優秀賞10点程度 

防災ラジオドラマ： 最優秀賞1点、優秀賞10点程度 

◆結果発表 平成 27年 2月上旬 

◆表彰式 平成 27年 2月下旬から 3月中旬 

◆ウェブサイト  http://bosai-contest.jp/ 

 

■応募内容 

e防災マップ 
地域の防災資源や危険箇所をはじめ、災害時に行う対応や日頃行

う防災活動などを、地図として空間的に表現したものです。 

防災ラジオドラマ 

地域の防災に関する課題や災害時に起こりうる事態と、その改善

につながる対策のアイデアなどを、時間の流れに沿って整理し物

語形式に表したものです。 

 

 

 

別紙資料 

http://bosai-contest.jp/
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■審査方法 

防災に関わる学識経験者により構成される審査委員会にて、以下の視点に基づき、厳正な

審査を行います。 

a.地域の災害特性や防災対策の現状、地域課題について調査し理解していること 

b.地域の様々な関係者と協力しながら作品を作っていること 

c.作品を活用し、地域の様々な関係者とコミュニケーションを図っていること 

d.地域防災上の新たな課題や改善につながるアイデアが含まれていること 

e.地域防災上の現状を見直して、新たな防災の取組みにつながる提案となっていること 

f.作品として優れたもので、作品に含まれているメッセージが地域に伝わること 

 

■表彰式・シンポジウム 

平成27年2月下旬に表彰式・シンポジウムを開催します。その中で、受賞グループの代表者、

審査委員、一般参加者による意見交換および交流ができる企画を予定しています。作品のア

ピールや防災活動における知恵の共有などを通じて、新たなつながりを発見する場としてご

活用いただけます。 

 

■第 5回防災コンテストの特徴 

これまでの 4 回のコンテストでの経験を踏まえ、第 5 回コンテストでは新たに以下のよう

な工夫をしています。 

・ 防災活動に初めて取り組むグループと、継続的に取り組んでいるグループとの違いを配

慮した評価を行います。 

・ 参加グループの種類や活動の目的・テーマを考慮した評価を行います。 

・ 参加グループが利用する「地域防災キット」（参考資料2）がバージョンアップします。

防災の観点からの地域の自然特性や社会特性の診断機能が利用できます。 

なお、これまで同様に、コンテスト終了から１年間はグループページを継続利用できます。

コンテストをきっかけに、継続した防災活動につなげていただくことが狙いです。 
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3．これまでの防災コンテストについて 

当コンテストは、これまでに4回開催しています。全国から約400のグループが参加し、優

れた防災活動事例が蓄積されてきています。 

 

■参加グループの例 

・消防団、自主防災組織、避難所運営組織など防災を目的としたグループ 

・近隣の知人や友人など仲間が集まったグループ 

・自治体・町内会、子供会、老人会など地域住民によるグループ 

・中学生・高校生・大学生・各種専門学校など学生によるグループ 

・福祉団体、まちづくり団体、障がい者支援団体、NPOなど地域を支えるグループ 

・イベント実行委員会、コミュニティ FM、民間企業、NPO、民間企業      など 

 

■テーマの例 

・避難タイミングの判断支援        ・マンション高層階での救急救命 

・要援護者の避難支援           ・登下校中の安全な避難 

・帰宅困難者支援             ・防災拠点での情報共有 

・福祉サービスの継続           ・避難所の運営 

・災害体験・伝承                            など 

 

■過去の受賞作品 

下記の URL にて過去の「e 防災マップ」と「防災ラジオドラマ」の受賞作品を公開してい

ます。 

http://bosai-contest.jp/past.html 

 

 

 

http://bosai-contest.jp/past.html
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■受賞作品の例 

【千鳥地区防災マップ】（第 4回 e防災マップコンテスト 最優秀賞） 

・グループ名：緑陽コミュニティ（愛知県東海市） 

・主体：千鳥地区盆踊り実行組織 ・対象災害：津波・水害 ・テーマ：避難 

・概要 

過去の伊勢湾台風の被災履歴（写真や関連資料など）と浸水ハザードマップより、

海抜 0m 地帯での地震・津波の危険性を認識し、複数の自治会や学校、行政などの

様々な地域コミュニティが協力し合い、防災マップを作っています。 

・特徴 

① 地区のお祭り実行委員会である「千鳥地区盆踊り実行組織」が軸になり、地域

間・世代間の交流を通じて防災活動に取り組んでいます。 

② 十数回の会合やまちあるきなど、活動を通じて様々な情報を集約したあと、「避

難」という目的のために情報を絞って見やすい地図を作っています。 

 

 

 

 

 

避難経路の確認      子供会との共同勉強会    東海市小中学校との 

・グループページ URL: 

http://bosai-contest.jp/emap2013group-award/index.php?gid=10218 

共同避難訓練 

http://bosai-contest.jp/emap2013group-award/index.php?gid=10218
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【避難所・避難経路マップ】（第 1回 e防災マップコンテスト 審査委員会特別賞） 

・グループ名：We ♥ Sengen（茨城県つくば市） 

・主体：自治会長と親子  ・対象災害：地震  ・テーマ：協力関係の構築 

・概要 

地域内に防災備蓄が無いという課題に対し、自治会長が近所の親子の協力を得て、

地元事業所や商店などに対する災害時の協力支援についてアンケートを実施し、そ

の結果をもとに防災マップを作っています。 

・特徴 

① 小学生の夏休みの自由研究をきっかけに、子供と保護者が参加した地域の防災

活動に取り組んでいます。 

② 平時からの防災マップづくりを通じ、地域の防災対策として地元の事業所や商

店との災害時に協力し合える関係を作っています。 

 

 

 

企業協力の呼びかけ    協力企業の情報整理     防災マップづくり 

※2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生した際、千現の避難所(二の宮小学校)に避難した

住民や帰宅困難者のために、発生前に築いた協力体制に基づき、地元事業所や商店から

水や食料などの物資提供や人的支援が得られました。地元 FM 局（ラジオつくば）の取材

に対して、「マップづくりの活動が実際に効果として出ていた」と We ♥ Sengen の活動メンバ

ーのコメントが書かれています。 

・グループページ URL: 

https://bosai-contest.jp/emap2010/06_sengen.html 

https://bosai-contest.jp/emap2010/06_sengen.html
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【防災拠点 道の駅藤川宿】（第 3回防災ラジオドラマコンテスト 優秀賞） 

・グループ名：愛知産業大学三河高等学校放送部（愛知県岡崎市） 

・主体：高校生  ・対象災害：水害・土砂災害  ・テーマ：防災情報の発信 

・概要 

新しくできた道の駅において、地域の防災拠点として災害時の情報提供を行うた

めに、高校生の視点から情報収集と情報発信のあり方を検討した内容を防災ラジオ

ドラマとして作っています。 

・特徴 

① 対策を検討する際には、該当地域の過去の被災状況（ビデオや写真など）を調

べ学校文化祭に出展するとともに、公開アンケートという形で文化祭参加者か

ら防災対策のアイデアを公募しています。 

② 地域内の防災タクシーを活用した情報の収集と、県域 FM局と協力した情報の発

信という新たな対応策を提案しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループページ URL: 

http://bosai-contest.jp/drama2012group-award/index.php?gid=10042 

 

脚本の概要： 

 大雨による土砂災害が原

因で、道の駅に帰宅困難者

が集まりました。道の駅は

情報収集と情報発信のあり

方を模索し、防災拠点とし

て最悪の状況を回避する手

立てを実行していきます。 

ア
イ
デ
ア
の
募
集 

脚
本
の
音
声
収
録 

http://bosai-contest.jp/drama2012group-award/index.php?gid=10042
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【スポーツ少年少女の SAIGAI 防衛隊！】 

（第 4回防災ラジオドラマコンテスト 優秀賞） 

・グループ名：町田市テコンドー協会(東京都町田市) 

・主体：スポーツ団体 ・対象災害：地震 ・テーマ：防災活動のはじめの一歩 

・概要 

地域内のテコンドー道場の子供たちが被災地でのスポーツ交流をきっかけに、子

供たちの視点から自分のまちを守るための防災活動について考え、その過程と内容

を防災ラジオドラマとして作っています。 

・特徴 

① 大都市において地域コミュニティの存在が薄れていく中、都市型特有のスポー

ツ協会の活動を通じて地域の防災活動をはじめています。 

② 全国のテコンドー大会の中に防災活動の内容を展示し、参加した子供たちから

大人まで、スポーツをきっかけにした協力の輪を広げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループページ URL: 

http://bosai-contest.jp/drama2013group-award/group.php?gid=10175 

脚本の概要： 

町田市テコンドーの道

場に入門している子供た

ちが自分の町を守るため

に、自分たちもできる活動

を考え、師範など大人たち

と一緒に地域で防災活動

をはじめています。 

（
全
国
） 

テ
コ
ン
ド
ー
大
会 

  

防
災
関
連
展
示 

（
同
時
開
催
） 

） 

 

http://bosai-contest.jp/drama2013group-award/group.php?gid=10175
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■ 地域防災キットについて 

 当研究所が開発したeコミュニティ・プラットフォームをベースに、地域防災の手順を示し

て実施できるWebツールです。防災コンテストの手引きに沿った手順を示すことができるほか、

防災活動を行う地域の情報を引き出し、それを活用することができます。 

防災活動を行う地域にお
いて、地域防災の観点か
ら地域の特徴を自動で診
断します。

利用できるハザードマップ
を検索します。

自然特性：揺れやすさ、地震の起こりや
すさ、浸水が想定されているか、など

社会特性：人口密度や災害弱者になりう
る人の割合など

検索したハザードマップ等
を下敷きに、対策の目的
に応じた防災マップを複数
作成できます。

マウスクリックで簡単に防
災マップが作成できます。

まちあるき用、話し合い用にマップを
印刷することが可能です。

第4回コンテスト参加者グループページ
（第5回コンテストに向けてグレードアップ予定）

 

参考資料 2 


